
飲酒運転撲滅宣言の店 
Viva・Zone Central 

○ Viva・Zone Central 様の店舗紹介 

○ 飲酒運転撲滅に向けた取組事例 
① セントラルホテルフクオカと連携し、宿泊するお客さんの宿泊代金の値引き（2,800円割引）を 
 行っています。 
② お客さんが飲酒運転しないよう、帰る方法について積極的に呼びかけを行い、必要があれば、 
 運転代行を呼びます。 
③ 飲酒運転撲滅に関するポスターやシールを掲示しています。 

 西鉄福岡（天神）駅から徒歩５分。セントラルホテルフクオカ
の地下１階にある、スナック・バーです。 
 ホテルの宿泊客だけでなく、遠くからの常連さんも多く通うお
店です。 
 営業時間は深夜１時までと遅くまで営業していますので、お客
様が飲酒運転をしないよう、様々な取り組みも行っています。 

Ｑ 取組の中で、何か意識の変化はありましたか？ 

 

Ａ 周囲の飲酒運転撲滅に対する意識の向上に伴い、 

 従業員の意識も高まってきました。 

Ｑ 飲酒運転撲滅の取組を始めたきっかけは何ですか？ 
 

Ａ ２０年位前に、お店のお客様が、飲酒した後、無灯火 

 で自転車を運転して帰宅している途中に、警察に止めら 

 れたという話を聞いて、帰宅方法についてお店で声かけ 

 を行う必要性を感じました。 

  また、最近では、福岡市の海の中道の飲酒運転事故 

 をきっかけに、以前にも増して従業員を始め、お客さま 

 の飲酒運転に関する意識の高まりを感じたことから取 

 組を続けています。  

Ｑ お客様の反応はどのような感じですか？ 

 

Ａ お客様の方から「今日は、車で来ているから、ウーロン 

 茶にして。」とおっしゃっていただけています。 

  また、お車でお越しになるグループのお客様は、必ずハ 

 ンドルキーパーをお決めになっています。   

  お客様の中で確実に飲酒運転撲滅の意識が高まって 

 いる事を実感しています。 

Ｑ 飲酒運転撲滅に向けたメッセージや今後取り組んでい 

 きたいことをお聞かせください。 
 

Ａ 刑の厳罰化も必要ですし、飲酒運転に限らず、交通マ 

 ナーを守ることが重要です。 

  今後は、常連のお客様に飲酒運転撲滅に関する川柳 

 を作成してもらい、それを店に張り出すなどし、良い川柳 

 を作成した上位３名にボトルを１本プレゼントするサービ 

 スを展開できたらと考えています。そうすることで、飲酒 

 運転は絶対にダメなんだということを認識してもらえた 

 らと思います。 

○ 本永さんにインタビューに答えていただきました！！ 

ホテルと連携し
たサービスを
行っています！ 

ＰＯＩＮＴ！ 

従業員一同飲酒運転撲
滅に努めています！ 


